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平成２８年６⽉２２⽇から２３⽇にかけて、梅⾬前線が九州北部で停滞し、佐賀県
では各地で⼤⾬となりました。県内の多くの河川で洪⽔警報が発表され、六⾓川と
⽜津川では氾濫危険⽔位を超える⽔位を記録しています。

⽜津川（多久市牟⽥辺地区） ⽜津川（多久市⽻佐間地区）

多久市東多久町排⽔状況

⼭崎川排⽔状況

六⾓川⽔系では平成５年当時９ヶ所
あった排⽔機場を現在１６ヶ所に増
設し、ポンプ稼働による総排出量を
40m3/sから190m3/sに増やしました。
今回の⼤⾬は、平成5年8⽉洪⽔より
も⾬量が多かった（約1.2倍）ものの、
浸⽔⼾数は約1/20に減少しています。

今回の⼤⾬は、昭和５５年８⽉洪⽔
(浸⽔⼾数４，８３５⼾)に匹敵します
が、堤防や排⽔施設の整備を⾏い、
河道内の⼟砂を取り除いて洪⽔を流
れやすくすることで浸⽔⼾数は当時
の約１／１００に減少しました。
（浸⽔⼾数４６⼾）
○河川改修を⾏わなかった場合、今
回の⼤⾬では堤防から川の⽔があふ
れるか決壊のおそれがありました。

計画高水位6.17m

今回出水

最高水位5.90m

現況断面

被災前断面

六⾓川の改修状況と事業効果

六⾓川25k000
(武雄市北⽅町新橋付近)

近年最⼤の平成2年7⽉洪⽔に対応するため
には、今後も計画的な治⽔対策が必要です。

現況断⾯

被災前断⾯ 計画⾼⽔位6.17m

今回出⽔
最⾼⽔位5.90m
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～被災状況を知ってもらい、防災意識の向上に繋げて欲しい～

地震発生後、崩壊した道路、亀裂が走った河川堤防、崩壊した法面などの被災調査のため、全国の国土交通
省職員により編成されたTEC‐FORCE隊員が被災地に集結しました。武雄河川事務所からは、２２名の職員が派遣
され、阿蘇市所管の１３２河川のうち９０河川の被災調査を行いました。 また、自衛隊や警察・消防による捜索
活動の安全確保のため、地盤の安全性の点検や、降雨後の作業再開に関する助言なども行いました。

派遣された職員たちは、「余震が続く中の活動で緊張を切らすことができなかった」「目を覆いたくなるような被
災状況の数々だった」など、厳しい現場状況の中、被災地の安全の確認、早期復旧に向け、日夜懸命の任務を
行いました。

遊水地の周囲堤の被災調査を実施

河川護岸の倒壊状況

河川堤防の亀裂や護岸の倒壊など大きな変状が多くの箇所に生じた

梅雨時期が目前に迫り、一刻も早い緊急復旧工事が求められた

現場の作業員の安全
を確保するため無人
化施工を実施

車が通れない箇所が多数
あり、とにかく歩きました

被災地の上空から全貌を把握するため
防災ヘリによる調査を実施

(操作室から遠隔操作)

早期復旧に向け、全国から延べ約8,200人が被災地へ集結

※詳しくは「九州地方整備局」の
ＨＰの下記バナーよりご覧下さい。

(無人化施工の状況)


